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郷土を愛し、明るい市づくりにつとめる

O 学校、家庭、社会の教育において郷土を愛する心
を培う。

市づくりの権利と責任が市民一人一人にあること

をお互いに自覚する。(大洲市民:春、章)

昭和 49年 1月

。

と〉第 215号

市の人口 (12月1日)

人口 38，235人
男 18.086人女

世帯数 10，372世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総務課

20，149人

(1) 
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同
市
円
高
地
域
の
肱
川
河
川
改
修
工

ρ
事
と
あ
わ
せ
て
、
建
設
省
と
大
洲
市
が

耳
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
総
工
費
二
億
五

!
?
千
六
百
三
十
一
一
一
万
七
千
円
を
か
け
て
行

砂
防
え
ん
堤
沈
砂

、
一
っ
て
い
る
、
新
畑
の
前
橋
の
架
橋
工
事

池
排
水
路
等

長
が
一
一
一
月
末
完
成
を
め
ざ
し
て
着
々
と
進
一
三
、
予
定
工
事
期
間

番

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

一
昭
和
五
十
年
度
1
五
十
六
年
度

一
乙
の
橋
は
、
現
在
の
、
畑
の
前
橋
と
一
回
、
事
業
費

で
慶
雲
寺
橋
と
の
ほ
ぼ
中
央
に
架
橋
さ
一
農
地
護
十
ア
ー
ル
当
り
事
業
費

内
れ
、
完
成
し
ま
す
と
、
延
長
-
宵
八
一
は
七
十
七
万
円
の
見
込
み
で
市
の

市
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
(
車
一
総
事
業
費
は
約
七
十
億
円
。

道
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
、
坂
道
幅
員
一
メ
一
一
五
、
導
入
作
目
と
営
農
計
画

l
ト
ル
)
の
市
内
で
も
一
一
首
長
い
橋
と
一
一
①
導
入
作
目
、
果
樹
、
た
ば
乙
、
茶

な
り
、
一
日
も
憎
い
竣
工
が
期
待
さ
れ
一
一
養
蚕
、
そ
さ
い
な
ど
適
作
目
の
う

昭

和

四

十

九

年

の

年

頭

に

あ

た

り

、

て

い

ま

す

。

一

一
ち
か
ら
団
地
別
に
選
定
す
る
。

大

淵

山

議

会

を

代

表

し

謹

ん

で

新

年

の

一

・

一

一

E
i
Z
I
B
-
-
-
l
!
=・
・
一
②
時
間
農
計
画
地
域
の
実
情
に
応
じ

ご

あ

い

さ

つ

を

申

し

上

げ

ま

す

。

一

一

一
皆
さ
ま
が
た
の
と
健
康
と
と
多
幸
を
一
て
近
代
的
農
業
を
は
か
る
。

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

・

-

一

一

「
。
一
み
な
さ
ま
の
と
協
刀
と
市
行
政
運
営
の
一
の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
一
祈
念
し
、
い
さ
さ
か
所
感
を
の
ベ
て
年
一
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
産
業
第

ー

一

よ

ろ

し

き

を

得

た

結

果

で

あ

り

、

ご

同

一

す

。

一

頭

の

ご

あ

い

さ

つ

と

い

た

し

ま

す

。

一

一

課

へ

お

問

合

せ

く

だ

さ

い

。

乙

乙

に

希

望

あ

ふ

れ

た

新

春

を

迎

え

一

長

一

.

一

一

慶

長

ず

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

一

一

産

業

第

一

課

る
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ま
が
た
の
と
清
一

t
l
，

一

一

l
i
l
i
-
-
-

滑

な

栄

を

心

か

ら

お

祝

い

申

し

上

一

紅

白

信

組

問

句

一

い

よ

い

よ

事

渠

段

階

を

迎

え

る

一

第

三

田

市

警

st

一

ま

だ

ま

だ

幾

多

の

重

富

豪

山

積

し

一

一

学

生

募

集

(

=

一

目

ド

副

長

封

切

日

日

一

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

が

、

特

に

最

近

一

国

営

総

合

農

地

開

発

事

業

一

大

洲

市

教

育

委

員

会

で

は

、

昭

和

四

ず

も

議

長

の

要

職

に

つ

き

、

以

来

そ

の

一

の

石

油

危

機

、

そ

れ

に

伴

う

異

常

な

経

一

一

十

九

年

度

の

奨

学

生

の

募

集

を

い

た

し

重
責
申
告
崩
感
し
新
た
な
決
意
を
も
っ
一
済
状
勢
は
、
各
方
面
に
大
き
く
影
響
を
一
大
洲
市
で
は
、
地
域
開
発
の
基
幹
事
一
過
去
数
年
間
の
農
業
生
産
は
停
滞
傾
一
ま
す
。

て
、
微
力
な
が
ら
円
滑
な
議
会
選
と
一
及
ぼ
し
、
ま
乙
と
に
憂
慮
に
た
え
な
い
妄
と
し
て
国
営
総
合
農
地
開
発
事
業
を
一
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
警
の
石
湘
一
ご
希
望
の
か
た
は
、
在
学
す
る
雲

市
政
の
伸
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
一
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
計
画
し
、
昭
和
四
土
牟
静
岡
か
ら
農
林
一
危
機
な
ど
に
と
も
な
っ
て
〆
現
在
一
祢
一
で
手
警
〔
を
し
て
く
だ
さ
い
。

を
傾
注
し
て
ま
い
っ
た
つ
も
り
で
あ
り
一
こ
れ
ら
の
異
常
な
事
態
を
含
め
て
、
一
省
、
県
、
地
元
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
一
め
て
多
量
の
農
産
物
を
輸
局
喝
て
い
一
一
、
貸
与
す
る
額

ま
す
。
一
困
難
な
諸
重
要
闘
題
を
有
効
な
解
決
へ
一
て
調
査
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
本
一
る
わ
が
閏
の
状
態
を
改
善
し
な
け
れ
一
毎
月
高
校
ご
、
の
O
O円

お
か
げ
を
も
ち
ま
レ
て
、
大
過
な
く
一
み
ち
び
く
乙
と
は
‘
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
一
年
度
で
そ
の
作
業
を
終
り
、
当
地
域
の
一
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
一
県
内
大
学
四
、
0
0
0
円

越

年

す

る

乙

と

が

で

き

ま

し

た

。

一

ら

れ

た

責

務

で

あ

り

、

関

係

機

関

品

一

開

発

が

授

簡

に

も

可

能

で

あ

り

、

地

一

す

。

一

県

史

学

五

、

8

0

円

乙
れ
は

2
え
に
市
民
各
位
の
ご
支
一
識
し
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
一
城
将
来
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
乙
一
乙
の
さ
つ
な
社
会
員
き
か
ら
も
、
一
で
無
利
子
で
す
。

僚
の
賜
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
心
か
一
あ
り
ま
す
。
一
と
が
で
き
る
と
の
結
論
を
内
容
と
す
る
一
乙
の
事
業
を
で
き
る
だ
げ
早
く
完
成
さ
一
二
、
資
格

ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
一
か
な
り
の
困
難
は
予
想
さ
れ
ま
す
が
一
社
本
計
画
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
一
せ
て
、
新
し
い
農
業
地
帯
を
つ
く
る
と

τ高校
、
大
学
ま
た
は
高
尊
に
進
学

す
。
一
昭
和
四
十
九
犀
の
新
し
い
年
乙
そ
は
、
一
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
は
、
更
に
細
一
と
か
、
農
家
の
憐
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
一
(
在
き
す
る
者
。

さ
て
、
わ
が
大
洲
市
も
順
次
隆
盛
の
一
市
政
会
痕
に
わ
た
り
最
大
の
努
力
を
一
部
の
計
画
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
事
業
一
地
域
将
来
の
発
展
に
と
っ
て
も
必
要
で
一
②
学
世
間
、
人
物
と
も
に
す
ぐ
れ
、
健

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
乙
と
は
、
一
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
倍
旧
一
に
と
り
か
か
る
段
階
を
迎
え
ま
し
た
。
一
す
。
一
康
な
者
O

I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
l
l
i
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
-
本
事
業
の
円
滑
な
推
進
の
た
め
市
畏
一
③
学
資
の
支
出
が
困
難
で
あ
る
と
認

一
の
た
め
‘
区
長
会
に
お
き
ま
し
で
も
新
一
各
位
の
ご
理
解
と
と
協
力
を
お
願
い
い
一
め
ら
れ
る
者
。

E
の

ご

あ

い

さ

つ

一

昨

日

長

時

間

計

一

た

時

十

発

計

画

地

区

お

よ

び

、

土

一

④

日

時

計

保

護

者

か

一
進
展
の
た
め
最
大
の
努
力
を
し
て
ま
い
一
地
所
有
関
係
者
に
は
、
今
後
事
業
の
進
一
⑤
法
律
ま
た
は
、
他
の
団
体
等
の
条

大

洲

市

区

長

会

長

会

会

長

車

政

雄

一

り

た

い

と

存

じ

ま

す

。

す

と

と

も

に

種

々

喜

重

レ

ま

す

の

一

例

、

規

則

等

に

よ

る

学

資

の

貸

与

一
市
政
発
展
の
た
め
、
旧
年
に
も
増
し
一
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
一
を
う
げ
ら
れ
な
い
者
。

昭
和
四
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
限
り
な
い
進
展
を
お
祝
い
で
き
ま
す
一
て
と
指
導
、
ご
ベ
ん
た
つ
を
賜
わ
り
ま
一
大
洲
、
喜
多
一
地
鼠
計
画
の
う
ち
、
大
一
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の
推
薦
調

あ
た
り
、
区
長
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
一
乙
と
は
、
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
一
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
州
市
部
分
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
一
貫
本
人
の
願
書
な
ど
を
選
考
委
員
会

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
一
あ
り
ま
す
。
一
み
な
さ
ま
の
と
健
康
と
ど
多
幸
を
お
一
一
、
計
画
地
区
面
積
一
で
審
査
し
、
採
用
候
補
者
を
決
定
し
ま

す

。

一

本

年

は

市

政

二

十

周

年

を

迎

麦

、

市

一

祈

り

し

て

年

頭

の

C
あ
い
さ
つ
と
い
た
一
①
農
地
開
発
事
業
九
一

oh
一す。

新
年
お
め
で
と
う
と
ぎ
い
ま
す
。
一
将
来
へ
の
大
き
な
期
待
と
潤
い
の
あ
る
一
し
ま
す
。
一
(
団
地
獄
お
)
、
一
詳
し
い
乙
と
は
市
教
委
学
校
教
育
課

輝
か
し
い
一
九
七
四
年
の
大
洲
市
の
一
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
市
づ
く
り
②
関
連
土
地
改
良
事
業
二
六
六
ゐ
一
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

刀て

健

完
成
が

待
ち
望
ま
れ
る

新
畑
の
前
橋

(
団
地
数
げ
)

一
一
、
工
事
計
画

①
農
地
造
成
六
五
二
伽

②
既
耕
地
の
ほ
場
整
備
一

O
四
伽

③
畑
地
か
ん
が
い
九
0
=
一

-m

(
揚
水
場
四
か
所
か
ら
全
面
積
に

配
管
す
る
。
)

④
道
路
の
新
設
改
良

幹
支
線
四
万
二
千
百
六
十
メ

1
ト

'レ
⑤
防
災
惰
設



午
ヘ
野
ま
ど
か
、
和
気
功
一
一

福
泉
伸
也
、
友
田
秀
一
一

今
岡
昭
川
町
、
山
田
芳
弘

西
一
郎
昭
雄
、
山
本
静

武
田
将
範
、
上
印
桝
司

山
本
淳
子
、
武
井
郁
江

宮
内
実
利
、
悔
原
徹

井
手
段
仁
、
吉
積
辛
子

下
岡
政
一
宜
、
吉
岡
文
彦

立に
U
泰
治
、
江
上
公
康

後
藤
宏
樹
、
日
開
問
恵
美

大
本
美
和
、
村
上
早
苗

〔
川
中
野
〕
照
合
h

崇
問
、
水
間
和
恵

〔
南
伐
米
〕
新
み
ど
り
、

4

本
知
也

大
谷
和
寿
、
長
田
英
一

〔
管
問
〕
池
上
智
美
、
小
野
小
百
合

〔
大
川
〕
山
元
述
人
、

R
内

斉

〔
柳
沢
〕
宮
岡
覚
樹
、

〔
新
符
〕
森
野
雄
一
、
宮
岡
司

曙
崎
市
舟
一
千
、
松
浦
竜
矢

黒
岩
圧
、

〔
三
韮
口
〕
城
戸
孝
一
、

〔
八
多
喜
〕
西
回
さ
っ
き
、
加
藤
尚

都
築
昭
宏
、
披
一
戸
健
治

〔
上
須
戒
〕
符
本
千
穂
、

道
陥
な
ど
農
薬
集
沼
崎
の
議
備
を
行

い
l

必
要
に
応
じ
て
付
山
川
畑
設
等
の
一
路
備

を
行
う
。

農
地
内
、
宅
地
等
に
矧
出
さ
れ
て
い

る
家
庭
排
広
、
集
落
排
水
胞
設
お
よ
び

旭
川
出
の
耕
民
施
設
を
整
備
し
、
あ
わ
せ

て
末
端
に
お
け
る
汚
物
分
離
排
水
川
理

を
行
う
o

農
村
環
境
改
考
セ
、
J

次
ー
を
一
か
所

設
H
し
農
業
者
な
ど
農
什
地
域
在
住
者

が
研
修
、
レ
ク
リ
J

エ
シ
ョ
等
に
利

用
で
き
る
よ
う
中
心
部
に
設
問
す
る
。

田
町
広
は
、
児
、
」
一
民
の
近
び
の
場
所
が
な

く
交
通
語
塁
一
一
の
犠
牲
者
が
噌
加
し
て

お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
児
貴
公
関
等

を
経
備
す
る
よ
う
計
画
レ
て
お
り
、
更

に
集
落
内
の
防
災
安
全
抱
設
を
各
一
所

に
笈
備
す
る
等
記
事
業
の
内
咋
は
常
種

沙
問
円
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
本
事
業
は
農
村
降
落

H
1
1
1
i
H
I
l
l

一
仕
住
者
の
身
の
回
り
を
務
備
す
る
事
業

大

洲

市

で

行

っ

て

い

る

食

通

傷

害

保

一

う

に

な

り

ま

す

。

教

育

委

員

会

委

員

に

一

で

任

期

平

と

な

ら

れ

ま

レ

号

、

十

一

品

目

十

九

年

一

一

月

末

ま

で

に

主

で

あ

り

当

市

と

し

て

は

制

度

の

趣

旨

に

日

HMUN--2お目
、

U
Hは
市

総

務

課

ヘ

志

一

出

膏

氏

一

一

同

日

時

一

打

点

目

山

一

目

下

訪

日

刊

る

予

定

で

一

F
H昨
日

げ

品

目

白

か

ら

一

平

均

五

割

署

さ

れ

次

表

の

よ

一

志

田

委

員

は

、

去

る

十

二

月

二

十

回

一

ま

レ

た

。

大

川

、

四

十

八

歳

一

な

お

、

市

で

は

、

本

事

業

を

円

滑

に

一

強

刀

に

帰

進

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ
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l
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i
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ー
一
室
し
て
い
く
た
め
に
事
業
実
施
地
域
一
り
ま
す
。

説

明

に

邑

A

一

ワ

乙

了

上

に

日

間

一

人

で

も

参

犯

で

一

農

村

総

合

整

備

モ

デ

ル

聖

一

三

日

品

開

民

間

訪

日

一

本

重

量

進

委

員

は

次

の

か

た

が
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一
二
十
四
日
間
以
わ
滞
日
し
て
唱
す
九
一
農
業
牛
霊
壁
備
事
業
主
怖
さ
一
憶
を
整
備
し
一
一
品
川
祉
農
村
の
娃
設
を
国
一
本
事
業
に
よ
り
需
さ
れ
る
量
の
一
亀
岡
利
彦
向
井
金
重
一
昭
和
四
ト
九
年
分
、
震
需
の

霊
育
年
の
家
は
、
昭
和
一
一
一
十
四
年
一
途
に
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
一
般
{
重
あ
ま
す

T
一
れ
た
回
以
、
束
、
品
、
新
谷
地
区
一
指
し
て
、
昭
如
四
十
八
年
八
月
半
一
理
一
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
稲
葉
喬
皇
室
一
申
告
期
限
が
近
つ
き
ま
し
た
。

皇
太
子
殿
下
の
御
成
婚
を
記
念
し
て
静
一
現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
四
十
一
事
業
の
詳
納
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
洲
一
の
四
十
三
塁
が
「
農
平
総
合
整
惰
モ
一
室
の
枠
外
で
処
置
で
き
る
よ
う
亘
書
室
施
設
需
主
と
し
て
ヱ
高
品
一
こ
の
申
告
書
は
、
市
が
皆
さ
ん
の
税

岡
県
御
殿
場
市
、
重
量
に
中
喜
一
七
年
度
】
」
区
体
工
事
一
7
わ

A宮
一
青
年
の
家
事
業
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
一
デ
ん
事
業
」
の
対
象
地
域
と
し
て
指
胃
一
村
総
合
格
備
モ
デ
ル
事
業
実
施
要
綱
」
一
首
迫
路
、
入
童
相
道
、
連
絡
取
付
一
市
農
業
土
木
課
一
金
(
目
黒
、
一
岸
壁
保
険
制
)

一

i
-
干

1

、
一
さ
い
二
一
を
受
け
、
五
十
三
年
番
号
成
を
め
ざ
し
一
が
制
定
さ
れ
、
各
都
道
府
県
に
一
地
区
一

1
i
l
l
-
I
l
l
i
-
-
f
i
l
l
-
-
-
-
|

一

年

の

家

が

設

山

目

さ

れ

た

の

が

最

初

で

、

一

棟

二

百

八

分

の

仕

上

工

事

と

管

理

一

一

一

一

一

を

計

算

す

る

と

き

の

重

事

な

資

料

と

な

以

来

青

年

た

ち

に

好

評

を

も

っ

て

迎

え

一

研

修

棟

の

基

健

工

事

が

着

々

と

急

ピ

ッ

一

×

く

×

〈

一

詰

ト

日

目

白

日

目

を

実

腕

一

見

町

内

ー

さ

れ

る

こ

と

に

な

一

第

十

九

国

一

る

も

の

で

す

。

ら
れ
、
い
ま
や
北
海
道
か
ら
仰
縄
ま
で
一
チ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

x

x

一

一

一

d
E
d
E
'
d
f
i

一
な
お
、
申
行
を
し
な
か
っ
た
り
、
申

一

一

一

こ

の

モ

デ

ル

事

業

は

、

生

活

環

境

基

一

県

下

に

お

い

て

は

、

大

州

市

が

選

ぱ

一

一

日
目

d
H
m
l青
年

の

家

主

一

体

軒

目

町

詩

守

日

一
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一

優

由

民

掠

ち

ゃ

ん

を

義

彰

一

世

説

日

日

間

一

一

回

寸

C

二

一

一

動

詞

官

接

即

日

間

引

臨

む

一

れ

説

明

そ

の

他

環

境

整

備

一

初

の

高

層

市

営

住

唱

一

こ

の

住

宅

は

、

筆

書

一

億

十

五

一

去

る

十

二

月

十

五

日

、

昭

1八
一
ん
こ
つ
い
て
ま

E関
な
ど
の
高
一
時
口

H
H昨日
日

日

一

一

l

一
万
一
千
円
で
鉄
筋
コ
ン
ク
D
lト
造

り

一

目

z
J
一

ι

し

;

一

が

団

体

宿

泊

研

修

を

通

じ

て

、

規

律

協

一

こ

の

ほ

か

、

キ

ャ

ン

プ

場

、

サ

イ

ク

一

一

一

年

度

大

洲

市

優

良

乳

幼

L
表
意
式
を
盛
一
な
担
置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
、
一
て
く
売
さ
い
。

同
、
友
妻
愛
、
二
一
諮
荏
仕
の
皇
精
神
望
を
養
警
い
、
依

ι了η刀5Jジング宝コ
7lムス、
オ
す
リ
エ
予
ン
テ
マl
リ
3ン一

3
月

末

完

成

を

め

ざ

す

一

τ廷千主一=三一ニ百百真八午全十士土一

一

一

一

ル

、

-

目

立

以

当

ヨ

り

の

床

面

積

は

四

十

九

山

半

ヤ

工

↑

b

，
〉
〉

E

一

パ

一

力
の
増
強
、
人
間
住
の
向
上
を
は
か
る
一
グ
コ

l
ス

の

設

定

な

ど

野

外

活

動

の

た

一

一

一

こ

の

表

彰

に

カ

カ

る

乳

幼

開

健

局

管

一

方

J

て
頂
く
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
ど
健
全
な
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
一
め
の
施
設
設
備
も
考
慮
検
討
し
て
い
ま
一
大
洲
市
で
は
、
初
め
て
の
宮
五
階
一
山
町
の
「
大
洲
一
岸
和
閏
」
川
旭
区
二
一
万
メ
ー
ト
ル
で
、
居
室
六
回
目
、
四
八

Z
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
一
月
か
ら
一
表
彰
さ
れ
ま
し
た
み
な
さ
ん
お
め
で
一

で
す

o

一

す

。

一

建

二

巾

普

住

宅

一

一

一

十

一

芸

大

洲

市

妖

月

主

3
5
5
4設
中
で
あ
り
ま
一
童
、
一
一
畳
炊
事
案
食
堂
、
旦
四
十
六
年
量
二
十
一
日
号
」
幸
一
と
う
ご
ざ
い
ま
す

o
Eの
み
な
さ
ん
一
調
関
一

1
u護婦

一

一

一

守

信

号

便

所

な

ど

を

活

情

一

〆

I
J
一

1

一

鹿

島

義

一

藤

国

立

大

洲

草

の

語

、

第

十

一

番

一

来

年

度

に

、

青

年

の

家

主

画

レ

て

一

一

レ

た

新

レ

い

時

代

に

小

さ

わ

し

い

茂

一

し

た

元

ち

ゃ

ん

六

六

四

名

を

も

に

一

と

と

も

に

お

払

申

し

あ

げ

ま

す

と

と

¥
i
d機
構

自

の

刷

出

立

青

年

の

家

と

レ

て

大

洲

市

北

一

言

す

る

次

の

よ

う

な

主

際

事

業

を

予

一

一

的

な

局

で

す

o

一
而
内
十
か
所
で
行
い
、
寝
室
一
受
付
た
一
も
に
、
広
間
を
判
わ
れ
る
子
供
さ
一

只
に
怨
設
中
で
、
約
二
十
万
平
方
メ

I
一

定

し

て

い

ま

す

。

一

一

一

赤

ち

ゃ

ん

ま

四

ス

二

名

で

全

対

史

者

の

一

ん

た

ち

を

今

後

ま

す

ま

す

際

か

い

愛

情

一

1
月
日
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

一

一

一

一

こ

れ

が

定

成

し

ま

す

と

年

と

と

も

に

一

b

一

一

ト
ル
の
敷
地
内
に
、
収
容
定
員
四
百
人
一
①
青
年
団
体
指
書
研
修
(
十
ニ

r

一
層
大
し
て
い
る
巾
街
地
の
住
遅
が
多
一
六
九
六
%
に
当
り
ま
す
。
↑
に
よ
う
て
心
身
一
と
も
に
健
全
な
社
会
人
一
ナ
日
日
加
一
日
続
砕
5
1
0
1

の

規

模

で

、

章

、

研

修

、

宿

泊

、

主

月

二

十

百

か

ら

二

一

泊

官

三

一

少

な

り

と

も

詰

で

き

る

も

の

と

期

待

一

警

は

高

屋

川

お

よ

び

保

健

婦

一

と

し

て

、

は

ぐ

く

み

育

て

ら

れ

る

ょ

っ

7

m日
中
央
病
院

2
5
5
1

堂
、
講
堂
の
各
棟
経
八
千
五
白
平
方
メ
一
②
青
年
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

y
l
一

一

一

が

あ

た

り

、

震

援

兵

介

ち

ゃ

ん

零

育

基

一

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

一

ヂ

幻

目

次

h

y

h

一

一

一

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

一

一

ー
ト
ル
の
建
物
が
、
当
初
は
昭
和
四
十
一
ダ
i
研

修

(

十

一

一

月

六

日

か

ら

一

一

一

準

こ

よ

り

月

別

こ

厳

格

ご

選

考

、

五

十

一

表

彫

ら

一

受

フ

た

赤

色

ゃ

ん

は

次

の

と

一

2
月
3
日

ん

ゲ

ヂ

砕

一

一

一

人

再

者

の

結

集

に

つ

い

て

は

三

月

に

一

』

b

b

一

b

一

九

年

=

一

月

に

完

成

を

予

定

さ

れ

て

い

ま

一

二

泊

三

日

、

五

十

年

二

月

十

二

一

一

一

一

名

の

赤

ち

ゃ

ん

を

選

び

四

十

八

佳

度

の

一

お

り

で

す

。

一

伊

川

目

。

，

ヂ

ヂ

一

一

一

行

う

予

定

で

す

。

一

i

一

一

し

た

が

、

諸

般

の

情

勢

に

よ

り

大

幅

な

一

日

か

ら

一

一

一

泊

四

日

)

一

一

一

大

別

市

民

向

乳

幼

悶

と

し

て

安

彰

し

ま

一

〔

大

洲

〕

一

s
p
u日
ヂ

詐

ヂ

遅

れ

を

余

儀

な

く

さ

れ

、

八

月

を

目

標

一

③

集

団

宿

泊

指

樽

担

当

者

研

修

一

一

一

し

た

。

一

米

沢

問

責

、

満

井

光

一

一

ヂ

打

目

タ

ナ

ナ

に

当

面

二

百

名

収

容

で

事

業

開

始

を

目

一

〈

五

十

年

一

月

二

十

二

日

か

ら

一

一

一

な

お

疾

病

等

が

抗

見

さ

れ

た

赤

ち

ゃ

一

都

築

弘

明

、

兼

口

勝

人

一

診

療

時

間

午

前

八

時

半

1
午
後
六
時

⑤
松
く
い
虫
防
除
対
鵠
費

百
十
一
万
円
等
で
す
。
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総
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公
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整
備
審
議
会
条
例

十

二

月

定

例

市

議

会

月和 49年昭

で

可

決

市
民
交
通
障
害
保
険
金
が

「

E

H
リ
曲
目
高
ハ

干

よ

宝

口

士

号

主

lと

区
死後
遺

障

治
療
期
間
六
か
月
臼
上

グ

五

か

月

以

上

六

か

月

未

満

グ

四

か

月

以

上

五

か

月

未

満

グ

三

か

片

以

上

四

か

月

未

満

二
か
月
以
上
三
か
月
未
満

ゲ

一

か

月

以

上

二

か

月

未

満

グ

一

週

間

以

上

一

か

月

未

満

一
週
間
未
満

家建設進む国立大洲青年の

総

務

課

完
成
近
い
市
営
住
宅

凶
作
1

説

ω申
告
は
正

限
支
で
に

し
く


